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Ⅰ．調 査 要 領 
 

 
１．調査時点及び調査対象期間 

 

(1)調査時点   平成 30年 10月 1日 

(2)調査対象期間 平成 30年 7月～9月期の実績および平成 30年 10月～12月期の見通しに

ついて調査した。 

 

 

２．調査対象 

 

 当所会員企業を対象に、商業＋食品業部会、水産業部会、機械工業部会、建設業部会、観

光・サービス・諸業部会より各 30社、計 150社を抽出し郵送により調査した。 

 

 

３．回収状況 

    

 対象企業数 回答企業数 回 答 率 

商業＋食品業部会 30社 17社 56.7％ 

水産業部会 30社 19社 63.3％ 

機械工業部会 30社 14社 46.7％ 

建設業部会 30社 14社 46.7％ 

観光・サービス業＋諸業部会 30社 18社 60.0％ 

合   計 150社 82件 54.7％ 

 

 

  注）本調査結果の中で、「Ｄ・Ｉ」値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向

指数）の略で、各調査項目についての増加（好転・上昇）企業割合から減少（悪化・低下）

企業割合を差し引いた値（景気動向指数）を示す。 
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Ⅱ．概 況 
 

－今期の業況はやや悪化。次期は大幅な悪化の見通し－ 

 

１．全体の動き(業況) 
 

四半期毎に実施している中小企業景況調査の今期（平成 30 年 7 月～9 月）の全業種平均 DI

値（「好転」と答えた企業と「悪化」と答えた企業の割合の差）は、前年同期比▲14.6 と前回

調査時の▲10.9から 3.7ポイント悪化しました。前回調査時の次期見通し（平成 30年 7～9月）

は▲11.1 であったことから、予想された見通しとほぼ同ポイントという結果になりました。9

月に発生した「北海道胆振東部地震」の影響により北海道全域で停電となり、冷凍冷蔵製品の

損害や宿泊予約のキャンセルが発生する等、地震の揺れによる直接的な被害がなかった当地に

おいても様々な間接被害が報告されています。 

業況判断 DIを前年同期と比べてみると、商業食品業［前年 DI値▲33.3→今期▲47.1］、水産

業［前年 DI 値▲11.8→今期 15.8］、機械工業［前年 DI 値 11.1→今期 0.0］、建設業［前年 DI

値 0.0→今期▲7.1］、観光サービス業・諸業［前年 DI値 0.0→今期▲33.2］と資源が回復して

きた水産業以外の業種では悪化となりました。経営上の問題点は、「仕入単価の上昇」、「従業員

の確保難」、「需要の停滞」を訴える声が多くなっております。 

来期（平成 30年 10月～12月）については、今期と比べて業況判断 DIは、▲40.3と更に大

幅に悪化するとの見通しが寄せられています。観光サービス業・諸業は▲66.7 の見通しとな

っており、震災の影響による自粛ムードや観光客の来道者が減少する事を懸念している様子が

うかがえます。 
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■部会別の動向    

 

【商業・食品業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）▲47.1（前年 DI値▲33.3、来期見通し▲52.9）〕 

 業況 DI値（前年同期比）は、前年同期より 13.8ポイント、前回調査時（▲43.8）からも更

に悪化しました。他地域への購買力流出や、宅配・インターネット等通販利用者の増加による

需要の停滞が大きく影響を及ぼす中、胆振東部地震の影響により北海道全域で発生した停電に

よって、店舗の休業や商品の廃棄、品質低下等により食品小売業を中心に損害が発生したとの

声が寄せられています。しかしながら、市内各所で自助努力により営業された店舗では、多く

の市民が物資調達の行列をなす光景が見られました。来期は、再び大きく悪化の見通しとなっ

ていますが、年末商戦も控えていることから、悪化幅の縮小に期待を持っています。経営上の

問題点としては「需要の停滞」「購買力の他地域への流出」を訴える声が多く寄せられています。 

《業界の問題点等》 

・人材難（小売業） 

・増税関連。軽減税率の導入。キャッシュレス化の方針。（食料品小売） 
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【水産業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）15.8（前年 DI値▲11.8、来期見通し▲5.2）〕 

業況判断 DI値（前年同期比）は、27.6ポイントの大幅な回復となりました。「やや回復」と

の回答が「やや悪化」のおよそ 2倍となり、好転しました。平成 26年冬の低気圧以降、減産さ

れていたホタテの水揚げ量が回復し、市内の水産加工場へも順調に分配されていることによる

ものですが、鮭・鱒の水揚げが昨年と比較しても大きく減少しており、水産加工場には厳しい
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状況が続いています。また、9 月の停電の影響により、冷蔵・冷凍保管している原料や製品の

庫内温度の上昇による品質低下等により損害があったとの声も寄せられております。来期につ

いては、時化が多くなる時期による漁獲量の減少や加工業者のへのホタテの割り当てが 10月で

終了する事から、21ポイントの大きな悪化の値を示しています。経営上の問題点としては、「仕

入単価の上昇」「人件費の増加」「従業員の確保難」を訴える声が多くなっています。 

 

《業界の問題点等》 

・水産の街でありながら、水産で働く人が少ないので、若い人が働いて貰える様、何らかの対策

方法があれば良いと思います。（水産加工業） 

・従業員の確保及び人件費の増加はもとより、今期は原油高騰により燃料費の増加が経営を圧迫

しはじめてきていると思います。（水産加工業） 

・原料不足（水産加工業） 
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【機械・工業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）0.0（前年 DI値 11.1、来期見通し▲50.0）〕 

 業況判断 DI 値（前年同期比）は、11.1 ポイント悪化となりましたが、マイナス域への突入

は免れました。自動車整備や水産資材製造関連では、需要の停滞や原油価格の高騰等から「や

や悪化」との回答となっておりますが、機械販売では停電の影響で発電機の注文が多く入り、

業況が伸びたとの声も寄せられております。来期は好転を示す回答が無く、▲50.0と大幅に悪

化する見通しとなっています。経営上の問題点として、「仕入単価の上昇」「需要の停滞」「従業

員の確保難」を訴える声が多く寄せられています。 

 

《業界の問題点等》 

・従業員の確保難（室内装飾製造業） 

・地方業者の進出が目立ち、地元業者による仕事が低下気味（機械修理業） 

・技術者の確保難（印刷業） 
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【建設業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）▲7.1（前年 DI値 0.0、来期見通し▲28.7）〕 

  業況判断 DI値（前年同期比）は、7.1ポイントの悪化となりました。建設業では他の業種と

比較して停電による業務への大きな影響はなかったものの、市内公共事業が昨年までと比較し

減少している事から、やや悪化の値となりました。しかしながら、一般住宅の小規模なリフォ

ームや改装工事の需要により、電気設備や一部建築工事が好転しているとの声も寄せられてい

ます。来期は更に 21.5ポイント大幅に悪化する見通しとなっております。経営上の問題点とし

ては、「従業員の確保難」「仕入単価の上昇」を訴える声が多く寄せられています。 

 

《業界の問題点等》 

・全般に仕事が無い（電気工事業） 
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【観光サービス業・諸業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）▲33.2（前年 DI値 0.0 

来期見通し▲66.7）〕 

 業況判断 DI 値（前年同期比）は、33.2 ポイント悪化しています。夏の観光、スポーツ合宿

等の誘致で、一時、ホテルでは平日でも満室状態と好調に推移していましたが、胆振東部地震

の影響により交通網が寸断された事や北海道全域を襲った停電、余震等によりホテルや飲食店、

貸切バス等では軒並みキャンセルが相次ぎ、大きな損害となりました。その他、保険や介護関

連で人材不足を訴える声が多くなっています。次期の見通しは▲66.7と閑散期に入る時期であ

ること、震災の影響による宴会や旅行の自粛によるキャンセルを懸念し、大きな悪化の予想と

なりました。経営上の問題点としては、「従業員の確保難」「需要の停滞」を訴える声が多く寄

せられています。 
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《業界の問題点等》 

・人材不足（飲食業） 

・創意工夫が必要。しかし後押しするものが何も無いのも現状。（旅客運送業） 

・店舗が増加。人口減少。（理美容業） 

・ハローワーク、市のＵターン事業への登録など求人を行っているが、新規就労が全く来ない

事。業界の資格者の高齢化（若年層がいない）。（保険業） 

・従業員の高齢化。正職員の確保難。（介護福祉業） 
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２．今期の動向 
 

(1)今期の売上高・生産高 
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【前年同期比】（平成 29年 7月～9月期の水準と比較した今期の売上高） 
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今期の売上高・生産高（前年同期比）

増加

不変

減少

 
全業種平均で DI値▲19.5〔前年調査時（平成 29年 7～9月期▲5.2）より 14.3ポイント減少〕 

  

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年▲38.9→▲35.2〕、水産業〔前年 5.9→5.3〕 

          機械工業 〔前年 33.3→▲14.3〕、建設業〔前年 0.0→▲21.4〕 

          観光･ｻｰﾋﾞｽ業・諸業〔前年▲5.9→▲33.3〕 

 

 

 

 

 (2)今期の採算 
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【前年同期比】（平成 29年 7月～9月期の水準と比較した今期の採算水準） 

       

35.4 

58.8 

15.8 21.4 
28.6 

50.0 

48.7 

41.2 

42.1 

64.3 
57.1 

44.4 

15.9 

0.0 

42.1 

14.3 14.3 
5.6 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業観光・ｻ ﾋーﾞｽ業・諸業

今期の採算（前年同期比）

好転

不変

悪化

 
 

全業種平均で DI値▲19.5〔前年調査時（平成 29年 7～9月期▲21.3）より 1.8ポイント好転〕 

 

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年▲38.9→▲58.8〕、水産業〔前年▲41.2→26.3〕 

          機械工業 〔前年 0.0→▲7.1〕、建設業〔前年 0.0→▲14.3〕 

          観光･ｻｰﾋﾞｽ業・諸業〔前年▲11.8→▲44.4〕 

 

 

 

 

(3)今期の資金繰り 
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D･I

 

前年同期比 
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【前年同期比】（平成 29年 7月～9月期の水準と比較した今期の資金繰り） 

 

18.3 

35.3 

10.5 
21.4 

7.1 
16.7 

68.3 

58.8 

63.2 

64.3 
78.6 

77.8 

13.4 
5.9 

26.3 
14.3 14.3 

5.5 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業観光・ｻｰﾋﾞｽ業・諸業

今期の資金繰り（前年同期比）

好転

不変

悪化

 
 

全業種平均で DI値▲4.9〔前年調査時（平成 29年 7～9月期▲17.3）より 12.4ポイント好転〕  

   

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年▲17.6→▲29.4〕、水産業〔前年▲11.8→15.8〕 

          機械工業  〔前年 0.0→▲7.1〕、建設業〔前年▲13.3→7.1〕 

          観光･ｻｰﾋﾞｽ業・諸業〔前年▲35.3→▲11.2〕 

 

 

 

 (4)今期の在庫水準 

 

【前年同期比】（平成 29年 7月～9月期の水準と比較した今期の在庫水準） 

 

22.2 17.6 
26.3 

63.9 70.6 57.9 

13.9 11.8 15.8 

全業種 商業・食品業 水産業

今期の在庫水準（前年同期比）

過大

適正

不足

 
 

全業種平均で DI値▲8.3〔前回調査時（平成 29年 7～9月期▲8.6）より 0.3ポイント適正化〕 

  ［部会別 DI値］ 商業・食品業〔前年 16.7→▲5.9〕、水産業〔前年▲33.3→▲10.5〕 
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 (5)今期の金融機関の貸出姿勢 

 

【前年同期比】（平成 29年 7月～9月期の水準と比較した今期の金融機関の貸出対応） 

 

  

3.9 0.0 
10.5 

0.0 
7.1 

0.0 

90.8 
91.7 73.7 100.0 

92.9 
100.0 

5.3 8.3 
15.8 

0.0 0.0 0.0 

全 業 種 商 業 ・ 食 品 業水 産 業 機 械 工 業 建設業観 光 ・ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 業 ・ 諸 業

今 期 の 金 融 機 関 の 貸 出 姿 勢

緩 い

不 変

厳 し い

 
全業種平均で 1.4 ポイント。商業食品業 8.3、水産業 5.3、機械工業 0.0、建設業▲7.1、観光

サービス業・諸業 0.0 

 

 

 

 

 

 (6)今期の借入金の金利水準 

 
【前年同期比】（平成 29年 7月～9月期の水準と比較した今期の借入金の金利水準） 

5.3 0.0 5.3 
15.4 

7.1 
0.0 

93.4 100.0 89.5 
84.6 

92.9 
100.0 

1.3 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業観光・ｻｰﾋﾞｽ業・諸業

今期の借入金の金利水準

上昇

不変

低下

 
全業種平均で▲4.0。商業食品業 0.0、水産業 0.0、機械工業▲15.4、建設業▲7.1、観光サー

ビス諸業 0.0 
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 (7)設備投資の実施状況 

 

今期の店舗・社屋・工場等への設備投資実施状況について 

 

１．実施した

11.25% ２．来期実施予定

7.50%

３．次期未定だが実

施予定

21.25%

４．実施予定なし

60.00%

設備投資の実施状況

 
 

 

 

 

３．来期の見通し 
 

(1)来期の業況見通し 

 

【今期比】（平成 30年 7月～9月期の水準と比較した来期の業況見通し） 

 

 

48.8 
64.7 

21.0 

50.0 
42.9 

66.7 

42.7 
23.5 

63.2 

50.0 

42.9 

33.3 

8.5 11.8 15.8 
0.0 

14.2 
0.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻｰﾋﾞｽ

業・諸業

次期の業況見通し（今期比）

好転

不変

悪化

 
全業種平均 DI値▲40.3〔今期の業況▲14.6より 25.7ポイント悪化の見通し〕 
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(2)来期の売上高・生産高見通し 

 

【今期比】（平成 30年 7月～9月期の水準と比較した来期の売上高・生産高見通し） 

 

 

48.8 52.9 

31.6 

57.1 

35.7 

66.7 

40.2 29.3 

52.6 

42.9 

50.0 

27.8 

11.0 17.6 15.8 
0.0 

14.3 
5.5 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業観光・ｻ ﾋーﾞｽ業・諸業

次期の売上高・生産高見通し（今期比）

増加

不変

減少

 
全業種平均 DI値▲37.8〔今期の売上高・生産高▲19.5より 18.3ポイント悪化の見通し〕 

 

 

 

 

 

 

 (3)来期の資金繰り見通し 

 

【今期比】（平成 30年 7月～9月期の水準と比較した来期の資金繰り見通し） 

 

 

20.0 

41.2 

5.3 

35.7 

14.3 16.7 

71.2 

47.0 

78.9 

64.3 

78.6 77.8 

8.8 11.8 15.8 
0.0 

7.1 5.5 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業観光・ｻｰﾋﾞｽ業・諸業

次期の資金繰り見通し（今期比）

好転

不変

悪化

 
全業種平均 DI値 ▲11.2〔今期の資金繰り▲4.9より 6.3ポイント回復の見通し〕 
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Ⅲ．各 指 標 
  

 全 体 
商 業 

食品業 
水産業 機械工業 建設業 

観光サービス 

・諸業 

業況判断 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１４．６ ▲４７．１ １５．８ ０．０ ▲７．１ ▲３３．２ 

来期見通し ▲４０．３ ▲５２．９ ▲５．２ ▲５０．０ ▲２８．７ ▲６６．７ 

売上高・ 

生産高 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１９．５ ▲３５．２ ５．３ ▲１４．３ ▲２１．４ ▲３３．３ 

来期見通し ▲３７．８ ▲３５．３ ▲１５．８ ▲５７．１ ▲２１．４ ▲６１．２ 

在庫 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲８．３ ▲５．９ ▲１０．５ ―― ―― ―― 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

採算 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１９．５ ▲５８．８ ２６．３ ▲７．１ ▲１４．３ ▲４４．４ 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

資金繰り 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲４．９ ▲２９．４ １５．８ ▲７．１ ７．１ ▲１１．２ 

来期見通し ▲１１．２ ▲２９．４ １０．５ ▲３５．７ ▲７．１ ▲１１．２ 

金融機関 

貸出姿勢 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 １．４ ８．３ ５．３ ０．０ ▲７．１ ０．０ 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

借入金 

金利水準 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲４．０ ０．０ ０．０ ▲１５．４ ▲７．１ ０．０ 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

※借入金金利水準 D・I値のプラス値については、借入金利が上昇したと感じた回答が多い時にプ

ラス値で表示されます。 

 

 

 

Ⅳ．北海道胆振東部地震の影響について 
 

 9 月 6 日未明に発生した「北海道胆振東部地震」では、震源に近い地域を中心にたくさんの方

が被害に遭われ、また多くの尊い命も犠牲なる大きな災害となりました。被害に遭われた皆様方

に対し、心からお見舞い申し上げます。 

 

 紋別市では、地震による直接的な被害はなかったものの、北海道全域で発生した大規模停電（ブ

ラックアウト）により、大事なライフラインの一つを欠き、市内でも生活物資の購入やガソリン

等を求めて店舗へ続く長い行列が各所で見られました。また、信号機の無灯により交通網も寸断

され、物資の搬入もままならない状況が数日続き、食料品を扱う店舗では冷蔵・冷凍ケースが使

用できず、限られた商品の販売となるなど、数日間は「生鮮食品等」が入手できない状況も発生

しました。 

 

 基幹産業である漁業や農業にも大きな影響があり、地震発生の翌日未明にすぐ通電したエリア

もありましたが、保冷商品の温度上昇による品質の低下や損害の他、生け簀に空気を送り込むこ

とが出来ず、活魚等が死滅してしまったとの事例も寄せられました。事業所によっては、自社で

発電機を持っており、他地域との荷物のやり取りが滞ったこと以外、被害は最小限に抑えられた

との声もあり、業界内でも被害には大きな差があったようです。 

 

 観光サービス業では、数日間、宿泊予約キャンセルが相次いだ他、震災以降も被災地を案じて

宴会等も自粛する等、他の業種よりも比較的長い期間に渡り損失が続きました。 
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 全業種

商業・食品業

水産業

機械・工業

建設業

観光サービス業・諸業

全業種 商業・食品業 水産業 機械・工業 建設業
観光サービス業・

諸業

商品・在庫の損害（品質低下等） 14 3 7 1 0 3 

店舗・工場の休業 35 7 12 9 0 7 

原材料・部品の確保難 6 1 1 1 0 3 

商品・製品の入荷・出荷難 18 9 4 1 3 1 

急激な資金繰り悪化 1 0 1 0 0 0 

キャンセルの発生 13 1 3 1 0 8 

業務の遅滞発生 15 6 2 4 0 3 

交通網の不通による業務支障 5 2 1 1 0 1 

取引先被災による取引の一時停止 6 2 1 2 0 1 

影響は特になし 27 4 3 5 10 5 

その他 0 0 0 0 0 0 
 

 

 
 

50 

9 

15 

9 

5 

12 

12

7 

0 

1 

1 

3 

20

2 

4 

4 

7 

3 

全業種

商業・食品業

水産業

機械・工業

建設業

観光サービス業・諸業

停電の影響による休業について

休業した 営業時間を短縮して営業した 休業しなかった

 

全業種

商業・食品業

水産業

機械・工業

建設業

観光サービス業・諸業

北海道胆振東部地震発生による震災及び停電に伴う影響
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 停電による休業は、水産業、観光サービス業が多くなり、商業食品業については、在庫の販売

や昼間の明るい時間に営業する等、営業時間を短縮し、それぞれの店舗で出来る限りの対応とな

りました。 

 建設業は他の業種に比べて比較的停電の影響は少なかったとの回答になりました。 

 

 

 

《 回答頂いた被害額 》 

 ※被害額については、今回ご回答頂いている回答数から算出しておりますので、紋別市全体の

実際の被害額とは異なりますので、予めご理解ください。 
 

 平均額 最大損害額 

商業・食品業 48万円  100万円  

水産業 602万円  3,000万円  

機械・工業 80万円  200万円  

建設業 30万円  50万円  

観光サービス業・諸業 184万円  1,000万円  

 

 

 

《その他ご意見》 
・レジはノートパソコンで対応し営業したが、来店がほとんどなかった。（小売業） 

・地域への食品提供という大義と従業員の健康とのバランスが取り辛かった一か月でした。 

（小売店） 
・計画停電との発表により、量販店及び大型スーパーが課題在庫を抱える事に躊躇した為、製品出 

荷の減少が顕著に表れ、経営を圧迫したと考えられます。（水産加工業） 
・水産業界での損害額はおよそ 3,000万円（水産加工業） 
・対応が大変で、休業しなった。（機械工業） 
・売上減（諸業） 


